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中部地方整備局木曽川水系河川整備基本方針（平成19年11月22日策定）【抜粋】
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１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
ア．災害の発生の防止または軽減

長良川においては、洪水調節のために関係機関と調整しながら既存施設の有効活用を図る
とともに、流域内の遊水機能を活かした洪水調節施設等によって河道への負担を低減させる。
また、堤防の拡築、河道掘削により河積の増大を図るとともに、護岸等の整備により計画

規模の洪水を安全に流下させる。

２．河川の整備の基本となるべき事項
（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項
イ．長良川

基本高水は、昭和36年9月、昭和51年9月、平成12年9月、平成16年10月洪水等の既往洪水
について検討した結果、そのピーク流量を基準地点忠節において8,900m3/sとし、流域内の
洪水調節施設により600m3/sを調節して、河道への配分流量を8,300m3/sとする。

河川名
基準

地点

基本高水の

ピーク流量

（m3/s）

洪水調節施設による

調節流量（m3/s）

河道への

配分流量

（m3/s）

長良川 忠節 8,900 600 8,300

※社会資本整備審議会河川分科会 河川整備基本方針検討小委員会 資料において下記のとおり説明。
確率規模；1/100 洪水調節：阿多岐ダム（S62年度完成）・内ヶ谷ダム（H35年度完成予定）200m3/s

遊水地機能を活かした洪水調節 400m3/s
※基本高水のピーク流量8,900m3/sはH12.9降雨の1/100引き伸ばしにより算出。



中部地方整備局木曽川水系河川整備計画（平成20年3月28日策定）【抜粋】
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第1章 流域及び河川の現状と課題
第2節 河川整備の現状と課題
第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する

現状と課題
岐阜県が内ケ谷ダムを建設中であり、将来的には一定の洪水

調節が期待できるものの、東海環状自動車道の整備等に伴う地
域開発が進むなか、本来、指定区間の霞堤部等において有して
いた遊水機能による洪水調節機能を将来的にも確保するための
早急かつ計画的な対処が必要である。

河川名
基準

地点
目標流量

洪水調節施設による

洪水調節量

河道整備流量

（河道の整備で

対応する流量）

備考

長良川 忠節 8,100m3/s 400m3/s※ 7,700m3/s
平成16年10月

洪水対応

第3章 河川の整備の実施に関する事項
第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要
第1項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
1 水位低下
（3）洪水調節機能の強化

②遊水地等の整備
長良川において、戦後最大規模の洪水〔平成16年（2004）10月

洪水〕を安全に流下させるため、板取川合流点から下流の区間において遊水機能を活かした洪水調節として基準地点忠節
において戦後最大規模の洪水に対して約200m3/sの流量低減を見込む遊水地等を整備する。
なお、整備にあたっては、当該地域の開発状況と遊水地計画を総合的に検討し、地域の振興に資するような開発プロ

ジェクトと協調を図るなど岐阜県をはじめとする関係機関と十分な調整・連携を図るとともに、既往の洪水に対する当該
地域の浸水対策を併せて検討する。遊水地等の位置・諸元等の詳細については今後検討し決定していく。

遊水地等の整備

木曽川水系
流域図

板取川

※【木曽川水系流域委員会 資料における説明 洪水調節：内ヶ谷ダム（H35年度完成予定）200m3/s 遊水地200m3/s



中部地方整備局

○平成20年7月に東海北陸自動車道が全線開通するなど、中流部での開発が
進むともに、背後資産および人口についても近年増加傾向にある。

○一方で、水害を軽減する自然遊水機能が減少している。
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遊水地候補箇所周辺の状況

※開発動向は
現時点での
進出状況（実績）

工業団地

工業団地（計画）

大規模商業施設

宅地開発

H16浸水区域

東海環状自動車道
（H17年3月一部供用開始）

60.0k

65.0k

ザ・ビッグ
岐阜県中濃総合庁舎

美濃テクノパーク

東海環状自動車道関広見ＩＣ
以西は未供用

岐阜市ものづくり産業等集積地
（三輪地区）

関テクノハイランド

70.0k

藍川団地

バローショッピングビレッジ

スーパー三心

サンサンシティマーゴ

サピーショッピングセンター

工業用地造成

工場野球場

倉庫用地造成

住宅用地造成

小屋名苑

千疋タウン
墓地用地造成

松林寺団地

工場用地造成

桜ヶ丘団地

池尻・笠神工業団地
コメリ



中部地方整備局

○平成16年10月洪水では、直轄管理区間上流(岐阜県管理区間)で広範囲の浸水被害発生。
○平成16年10月洪水の浸水面積、堤防開口部の有無、土地の利用状況を踏まえ候補箇所を
抽出。
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長良川遊水地に係る検討状況

平成16年10月洪水（指定区間）

※引用）・岐阜県ホームページ（写真、被害状況）
・長良川 床上浸水対策特別緊急事業パンフレット（岐阜県）（被害状況）
・平成16年台風23号記録誌～その被害と復旧の記録～（岐阜県）

浸水区域

被害状況（直轄管理区間上流端～板取川合流点）

浸水面積：461ha

被災家屋：床上浸水218戸

床下浸水142戸

半壊家屋 8戸

岐阜市福富

関市池尻

美濃市上河和

75.0k

70.0k

65.0k

60.0k

56.2k
（直轄上流端）

横越
よこごし

池尻
いけじり

小瀬
おぜ

下白金
しもしらかね

保戸島南
ほどじまみな
み

溝口
みぞぐち

今川
いまがわ

津保川
つぼがわ

武儀川
むぎがわ

板取川
いたどりがわ

岐阜市

関市

美濃市

遊水地候補箇所図



中部地方整備局
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長良川遊水地候補地の状況

美濃市横越地区 関市池尻地区 関市小瀬地区

関市下白金地区 関市保戸島南地区 岐阜市溝口地区

凡例 越流堤

開口部

排水樋門



中部地方整備局
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候補地の整理

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

技術的
特徴

○最上流部
○河道内

○開口部締切り
○開口部締切
り

○開口部締切
り

○津保川から
の越流

○開口部締切
り

○今川との分
派中の越流

○開口部締切り
だが、道路盛土
あり

○今川との分派
中の越流

地元状況
土地利用
に関する
特徴

○全面河川区域
○営農面積小
○家屋・工場なし

○流下能力を阻
害しない説明が
必要

○用地・地役権
が安価

○営農活動が盛
ん

○地元の安全度
は向上

○営農活動が
盛ん
○工場が立地

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が盛
ん

○道路盛土より
敷高を下げること
の地元理解が必
要

その他の
特徴

○美濃市

○中濃用水の処
理が必要

○関市
○関市

○各務用水の
処理が必要

○関市

○各務用水の
処理が必要

○関市

○長良川本堤
と周囲堤の間
に孤立地が発
生

○岐阜市

○福富川の処理
が必要

委員指摘
事項

○河道内であり、
環境に配慮し現
地形を極力いか
すこと

○対岸に小瀬 ○対岸に池尻
○福富川の扱い
をよく検討するこ
と

※赤字は各地域固有の事情等、主要な項目



中部地方整備局

１．基準地点忠節における目標流量（7,700m3/s）を
満足できる候補地の組み合わせを抽出

２．忠節地点効果量あたり事業費の算出

３．1～2から、総事業費が最も安価となる組み合わせ
を検討

４．技術的課題、環境面、地先の安全性の配慮事項等
を総合的に考慮

7

候補地選定にあたっての基本的な考え方



中部地方整備局

○平成29年度の財政制度等審議会において、調節池の用地確保に当たっては、
「地役権設定方式」を積極的に活用すべきことが提言されている。

8

二次選定（長良川遊水地の考え方）

平成29年10月17日 財政制度等審議会 財政制度分科会資料より



中部地方整備局

○整備計画における、長良川遊水地の候補地選定に当たっては、「地役権設定方式」を基
本として検討する。

○ただし、唯一河道内に位置する横越地区については、営農面積が小さいこと、用地単価
が比較的安価であること等から用地買収により河道内掘削を行うこととする。
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二次選定（長良川遊水地の考え方）

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

技術的
特徴

○最上流部
○河道内

○開口部締切り
○開口部締切
り

○開口部締切
り

○津保川から
の越流

○開口部締切
り

○今川との分
派中の越流

○開口部締切り
だが、道路盛土
あり

○今川との分派
中の越流

地元状況
土地利用
に関する
特徴

○全面河川区域
○営農面積小
○家屋・工場なし

○流下能力を阻
害しない説明が
必要

○用地・地役権
が安価

○営農活動が盛
ん

○地元の安全度
は向上

○営農活動が
盛ん
○工場が立地

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が盛
ん

○道路盛土より
敷高を下げること
の地元理解が必
要

用地買収 地役権設定を基本



中部地方整備局
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各候補地の事業費算定基準について

総事業費

用地補償費

※土地利用状況等から
候補地ごとに設定

土地、建物

等

付帯工事費

※土地利用状況等から
候補地ごとに設定

排水処理
用水復旧

グラウンド復旧

等

本体工事費

掘削、築堤・護岸
浸透対策、天端工
越流堤、排水施設

等

※事業費算定基準：平成27年度単価
※今後の設計等により事業費の変更はあり得る



中部地方整備局

○候補遊水地検討区間を対象に水理解析モデルを構築し、忠節地点での調節効果量を確認
して遊水地の概略諸元を設定した。
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二次選定（長良川遊水地の考え方）

津保川

流量

流量

流量

芥見観測所
（59.4k）

忠節観測所
（50.2k）

美濃観測所
（74.7k）

今川

武儀川

長良川

溝口

保戸島
南

下
白
金

池尻

小瀬

横越

一次元不定流計算区間

候補遊水地検討箇所

遊水地検討の水理解析モデル概念図

遊水地越流量の計算方法

遊水地H.W.L▽

越流堤

遊水地

越流量

越流堤敷高

▽河川水位
越流水深

▽遊水地水位

一次元不定流計算

※越流量は、河川水位と遊水地水位の関係から完全・もぐりを判定して
越流公式より算定した越流量に対して河床勾配に応じた補正を考慮

■遊水地の調節効果の検討方法

遊水地の組み合わせケースごとに、以下の手順で遊水地の越
流堤諸元（越流堤幅、越流堤敷高）を設定し、その諸元による調
節量を算定した。

手順①：各ケースの中で最上流の遊水地を1つ設置した水理解析
モデルにおいて、当該遊水地の忠節地点での調節効果
が最大となる越流堤幅と敷高を最適化する。

手順②：上記遊水地を最適な越流堤諸元で設定した上で、その1
つ下流になる遊水地を①と同様に越流堤諸元を最適化
する。

手順③：①の遊水地に加えて②の遊水地を最適な越流堤諸元で
設定し、さらにその下流の遊水地を最適化する。これを
順次繰り返して対象遊水地を全て最適化する



中部地方整備局

○整備計画における長良川遊水地の候補地選定に当たっては、「地役権設定方式」を基本
として検討する。

○ただし、唯一河道内に位置する横越地区については、営農面積が小さいこと、用地単価
が比較的安価であること等から用地買収により河道内掘削を行うこととする。
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二次選定（整備計画対応遊水地の選定）

候補地

（下流側） （上流側）

下白金
保戸島
南

溝口 小瀬 池尻 横越

用地取得方法 地役権設定
用地買

収

単独で
整備した
場合の
投資効率

等

調節量
（m3/s） 27 51 137 65 68 183

概算事業費
（億円） 30 56 110 83 30 108

m3/sあたり
事業費 1.11 1.10 0.80 1.28 0.44 0.59
順位 5 4 3 6 1 2

※調節量は、基本方針流量における値

1位＋2位 - -- - - ○ ○ 7,675（OK）

【忠節】
調整後流量



中部地方整備局

○横越地区以外の候補地については、開口部の締め切りが必要となる。
○岐阜県の河川整備計画において開口部は順次締め切ることとされているが、整備途上に
おいて下流の負荷を増大させないためにも、最上流部に位置し、かつ河道内遊水地であ
る横越で先に流量を低減させることが必要。
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技術的特徴の整理

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

技術的
特徴

○最上流部
○河道内

○開口部締切り
○開口部締切
り

○開口部締切
り

○津保川から
の越流

○開口部締切
り

○今川との分
派中の越流

○開口部締切り
だが、道路盛土
あり

○今川との分派
中の越流



中部地方整備局

○池尻は現況開口部に越流堤を設置するため、洪水時に下流への負荷増大について確認。
○下流への負荷増大の影響が最大となる、越流堤を超えない範囲の最大規模洪水に対しても、

横越・池尻を合わせて整備することで、下流の負荷を増大させないことを確認。
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技術的特徴の整理

5,402

5,387

5,360

5,370

5,380

5,390

5,400

5,410

5,420

現況 池尻

3700

3900

4100

4300

4500

4700

4900

21:50 22:50 23:50 0:50 1:50

流量（m3/s）

現況

池尻先行整備

河道内整備後池尻

10分ハイドロ

0

10

20

30

40

21:50 22:50 23:50 0:50 1:50

流量（m3/s）

調節量

10分ハイドロ

整備計画波形（H16.10実績）を対象に雨量規模を変化させ、越流堤を超えない洪水を感度分析をした結果、最大規模である
175mm/12hr（雨量確率概ね1/10～30）を対象に下流への負荷の検討を行った。（H16.10実績雨量210mm/12hr（忠節上流））

H16.10洪水（W=1/30）による遊水地越水時刻

河
口

揖斐川 伊自良川 板取川

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

津保川

●
墨
俣

●
忠
節
橋

国 県

溝口

保戸島南

池尻 河道内

小瀬

武儀川

60.6K

61.3K

67.3K 73.0K

66.9K

5.2K 45.2K 59.8K 60.5K 61.2K 62.9K 63.85K 66.8K 67.2K 72.9K 77.0K

56.2K

0.0K

長良川

今川

流配

区分

今川0.7k

下白金

＜忠節地点通過流量（175mm/12hr）＞

横越を先行して整備することで忠節
地点通過流量は低減する

横越調節量 ※横越直下流

池尻開口部通過流量 ※池尻直下流

越流堤設置による
通過流量増

現況：越流開始

横越による
通過流量減

忠節地点ハイドロ

池尻＋横越

＜計算条件＞
対象外力：平成16年10月実績降雨を引き縮め ダム：内ヶ谷ダム 計画遊水地：整備計画（暫定対応）

河道条件：現況河道 氾濫条件：堤防越水 堤防高：現況堤防高



中部地方整備局

○下白金は、支川の津保川からの越流。
○保戸島南、溝口は、今川分派中の長良川本川からの越流であり、分派量の適切なコントロールが必要。
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候補地の整理

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

技術的
特徴

○最上流部
○河道内

○開口部締切り ○開口部締切り

○開口部締切り

○津保川から
の越流

○開口部締切り

○今川との分
派中の越流

○開口部締切りだ
が、道路盛土あり

○今川との分派
中の越流

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

地元状況
土地利用
に関する
特徴

○全面河川区域
○営農面積小
○家屋・工場なし

○流下能力を阻害しな
い説明が必要
○用地・地役権が安価

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん
○工場が立地

○地元の安全
度は向上

○営農活動が
盛ん

○地元の安全
度は向上

○営農活動が盛
ん

○地元の安全度
は向上

○長良川本堤と周
囲堤に囲まれた孤
立地ができる

○営農活動が盛
ん

○道路盛土より
敷高を下げること
の地元理解が必
要

○小瀬には、工場が立地しており、池尻と比較して調整の難航が想定される。
○保戸島南には、長良川本堤と周囲堤に囲まれた孤立地ができてしまう。

美濃市
横越

関市
池尻

関市
小瀬

関市
下白金

関市
保戸島南

岐阜市
溝口

技術的
特徴

（リスク評価の
観点から）

○最上流部
○河道内

○開口部締切り ○開口部締切り
○開口部締切り

○津保川からの
越流

○開口部締切り

○今川との分派
中の越流

○開口部締切りだ
が、道路盛土あり

○今川との分派
中の越流

○横越は、現堤防の強化・堤防にあたる流速の低下等、現況より安全度が向上する。
○池尻、小瀬、下白金、保戸島南は、開口部を締め切るため、現状より冠水頻度が低下する。
○溝口は、道路盛土より低い越流堤高となることから、冠水頻度が増加する恐れがある。
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中部地方整備局

○遊水地周辺の環境調査は、平成13年度に岐阜県による調査が実施された。
○平成27～29年度に、池尻地区、横越地区における環境の現状を把握するための遊水地環境調査を実施した。
○これらの既往調査では、ランクの高い重要種は特に確認されていない。

H27～29調査の実施範囲

H27～29調査箇所（池尻地区）

H27～29調査箇所（横越地区）

植生図(H29)

水国（県；魚類）

既往の環境調査の実施状況

県調査（H13)
両爬哺

県調査（H13)
魚類、底生動物、植物

県調査（H13)
鳥類、陸上昆虫類

県調査（H13)
魚類、底生動物、鳥類、植物

県調査（H13)
魚類

県調査（H13)
鳥類、両爬哺、陸上昆虫類

県調査（H13)
魚類、植物

県調査（H13)
魚類、底生動物、鳥類、両爬哺、

陸上昆虫類、植物

遊水地環境調査
（H27～29）

遊水地環境調査
（H27～29）

凡 例

岐阜県による環境調査(県)

河川水辺の国勢調査（国、県）

遊水地環境調査（国）

県調査（H13)
鳥類、両爬哺、陸上昆虫類、

植物、底生動物

水国（国；魚類、底生動物）

環境調査の実施状況

既往の環境調査で確認された
代表的な重要種（H13県調査結果）

環境省RL 岐阜県RDB

魚類 アジメドジョウ VU

イトモロコ 準

カワヒガイ NT

スゴモロコ VU

チチブ 準

ヤリタナゴ NT 準

鳥類 カイツブリ 準

陸上昆虫類 コシロシタバ NT

両生類 トノサマガエル NT

爬虫類 ニホンイシガメ NT 準

哺乳類 カヤネズミ 準

植物 クヌギ 不足

環境省RL（2018)　VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧

岐阜県RDB(2010)　準：準絶滅危惧、不足：情報不足

重要種
代表種項目

凡 例

計画遊水地内

計画遊水地外

調査範囲

植物、昆虫、両爬哺【H27,28】

魚類、底生動物【H27,28】

トラップ設置地点（昆虫、両爬哺）【H27,28】

植生図作成【H29】

凡 例

計画遊水地内

計画遊水地外

調査範囲

植物、昆虫、両爬哺【H27,28】

魚類、底生動物【H27,28】

トラップ設置地点（昆虫、両爬哺）【H27,28】

鳥類【H27,28】

植生図【H29】

長良川遊水地周辺の環境（調査の実施状況）
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中部地方整備局

緩勾配とし、カワラヨモギ、カワラハハコ
が生育する地盤高を創出する。

河道掘削

代表横断イメージ図

凡例

：現況
：一次設定河道
：環境に配慮した断面

河川環境への配慮（横越地区）

①工事実施時の配慮

【重要種の保全】

・工事施工前には環境調査を行い、可

能な限り移植等により保全する。

②施設の完成時の配慮

【礫河原の保全】

・河道管理にあたっては、河道内で

はカワラヨモギ、カワラハハコなど

が生育する多様な地盤高が創出され

るよう、緩勾配として礫河原が形成

される環境の創出に努める。

越流部

周囲堤 ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ､ｶﾜﾗﾊﾊｺが生育する
現況の砂礫河原への配慮

72.8k 

重要種の有無等を確認し、可能
な限り移植等により配慮する

17

河川環境への配慮事項（横越地区）



中部地方整備局

代表横断イメージ図

凡例

：現況
：一次設定河道
：環境に配慮した断面

河川環境への配慮（池尻地区）

①工事実施時の配慮

【堤内地との連続性への配慮】

・周囲堤の施工にあたっては、魚類の移動環境に

配慮する。

【重要種等の保全】

・工事施工前には環境調査を行い、可能な限り移

植等により保全する。

②施設の完成時の配慮

【堤内地との連続性への配慮】

・水門設置箇所では、魚道の設置など、堤内地と

の連続性を確保する。

水門における魚道設置イメージ

越流部

周囲堤

河川環境への配慮事項平面図

水門設置箇所では、魚
道等により連続性を確
保するよう配慮する

67.2k 

18

河川環境への配慮事項（池尻地区）


